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特定都市河川流域の指定状況

江の川 特定都市河川流域
河川区間：江の川水系江の川他 計43河川
流域面積：670km2（三次市、安芸高田市、北広島町、広島市の各一部）

本川 特定都市河川流域
河川区間：本川水系本川 計1河川 流域面積：6.8km2（竹原市）

➢ 上流部では、R3.8豪雨により、甚大な浸水被害が発生
➢ 狭窄部の解消困難

➢ 市街地が広がり、下流部左岸には町並み保存地区
➢ 令和３年７月豪雨により、甚大な浸水被害が発生

黒瀬川 特定都市河川流域
河川区間：黒瀬川水系黒瀬川 計23河川
流域面積：222km2（呉市、東広島市の各一部）

本県３つ目の特定都市河川流域として、令和８年４月１日に黒瀬川流域を指定し、
流域水害対策計画を策定予定

➢ 平成30年７月豪雨による甚大な被害が発生
➢ 近年、黒瀬川上流域である東広島市の開発が著しい

東広島市東広島市

黒瀬川流域黒瀬川流域

呉市呉市

竹原市竹原市
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来年度の取組（案）

地域密着で若い世代の参加も見込める
イベント等への参加・出前講座

・防災フェア等を活用し、ワークショップ
に取り組む

・出前講座における流域治水の周知

広範に住民・企業の皆様にお伝えする
シンポジウムの開催

・今年度に引き続き、企業における流域
治水の取組や学校における防災教育の
取組などを紹介し、企業、学校への水平
展開を図る

生徒・児童にも分かりやすい
広報素材の作成

・流域治水の効果が視覚的に分かる模型
のイベント等への貸し出しや小中学生に
も分かりやすいパンフレットの配布等を
実施

・H30年やR3年豪雨等の被害状況につ
いて風化させないよう、水災害への意識
の向上のため、水害アーカイブを作成

●水害リスク情報の周知
・住民の主体的な避難行動を促すため、リアルタイム情報や浸水リスク情報などの水
害リスク情報の周知等

●市町との意見交換会
・県内及び全国における取組事例などの情報提供や流域治水に関する地域の現状
や問題点、今後の取組などに関して意見交換

●流域治水プロジェクトの改善
・県システム基盤（Dobox）への流域治水プロジェクトの掲載
・国の流域治水アクションマップへの掲載 等

●県庁内担当者連携会議の開催 ・各省庁の動向や県における取組実施状況等の情報共有により連携強化

・大雨時に避難する人、避難を支援する人が増える
・平時においても、流域治水に取り組む、協力する

○ 住民・企業の意識醸成

・あらゆる分野の関係者が連携して流域治水に取り組む

○ 分野間の連携強化ねらい

来年度の取組



https://www.pref.hiroshima.lg.jp/
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